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IODP 1256D孔のシート状岩脈の帯磁率異方性と岩脈の貫入プロセス
AMS fabrics and emplacement processes of sheeted dikes in IODP Hole 1256D
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パナマ沖赤道太平洋に位置する 1256D孔は、海洋地磁気 C5Brと C5Bn.2n境界（˜15.16 Ma）に位置する玄武岩層から
シート状岩脈群（Sheeted Dike Complex: SDC）を掘り抜き、岩脈状あるいはレンズ状の貫入形態をもつ幅数十メートル
の 2枚の斑糲岩層に到達した。これらの斑糲岩層の周囲は、熱変成を受けて granoblasticな組織を持つ含斜方輝石ドレラ
イトからなり、最下部は海洋地殻第 3層の上部境界付近まで到達したと考えられる。斑糲岩層から分離されたジルコン
は 15.0 ˜ 15.2 Maの加重平均を示し、上位の玄武岩層・SDCが負の磁極性を持つのに対して、下位の斑糲岩層と含斜方
輝石ドレライトは正の磁極性を持つ。これは、1256D孔は垂直から 5度西側に傾いているため、掘り進むにつれてC5Br
海洋地殻から C5Bn.2n海洋地殻に移行したか、斑糲岩がやや若い年度を示すことから初成的な海洋地殻磁気構造が斑糲
岩の貫入とキュリー点温度を超える熱変成によって改変されたものと思われる。

C5Br海洋地殻の SDCの貫入プロセスを推定するため、上下方向が認定できるコア試料から岩石磁気測定用のキュー
ブ試料を系統的に採取し、帯磁率異方性（Anisotropy of Magnetic Susceptibility: AMS）の測定を行った。上下方向が認定
できるコア試料でも掘削パイプの中で回転軸を中心に回転しているため、半割面を基準として測定した AMS方位を地
理学的方位に復元する必要がある。コア試料は掘削時の再磁化の影響をうけているため、残留磁化方位を交流消磁曲線
（0-80 mT）の高保持力成分あるいは end pointから求め、SDCは negative polarityを保持しているものと仮定して、AMS
異方性とコア中に観察された主要な構造方位の復元を行った。AMSに寄与する磁性鉱物は、主に擬単磁区構造を持つ磁
鉄鉱である。

SDCから得られた帯磁率異方性楕円の長軸（Kmax）は水平で貫入面に平行する傾向にあるが、短軸（Kmin）は鉛直
方向に極大値をもつ。このことは、マグマが水平方向に流動したこと、貫入後のマグマが充分に暖かかった時期に drain
backあるいはテクトニックな引張の影響を受けて、短軸が貫入面にたいして直交する本来の AMSファブリックが改変
されたものと解釈できる。シート状岩脈面に発達する微細構造も貫入面に直交する引張を強く示唆する。
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